
























要約:虐待の予備群でもある養育問題への援助は大阪では保健所が中心に母子保健活動の

中で行っている。援助手段では保健婦の頻回の家庭訪問が中心であり、家庭訪問による親

との信頼関係を軸に他機関への公的ネットワークを構築するとともに、保育所や育児教室

などの育児を代行でき親にとっても育児を実地学習できる場につなげている。家庭訪問は

時間的効率が悪く、しかも拒否されることもあり困難が伴う援助手段である。しかし、乳

幼児を連れての来所相談は、親自らの要望が少ない場合や社会行動がとりにくい場合や経

済的問題を持つ場合には困難であり、家庭訪問が援助手段の中心になる。母子保健活動の

中での家庭訪問援助を再度見直し、充実する必要がある。さらに、有効な援助方法は背景

要因によって異なり、それぞれにあわせた援助が必要である。


